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肝 吸 虫 の 研 究

1. 岡 山 県 に お け る 分 布 と 変 遷
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肝 吸 虫 はMc connelに よ り1874年 に発 見 され,

同定 を求 め られ たCobboldはDistoma sinensisと

命 名 した が, 1907年Looseに よ りClonorchis属 が

新 設 され てClonorchis sinesisと し て 今 日 に 至 っ

た。

日本 で は石 坂1) (1878)が 岡 山 県 の農 夫 に 成 虫 を

見 出 し て お り,武 藤2) (1918)がParafossalurus

 manchuricusマ メ タニ シが 第 一 中 間 宿 主 で あ る こ

とを 明 らか に し,ま た 各種 淡 水 魚 が 第二 中 間 宿 主 に

な り得 る ことを 小 林3) (1910)が 報 告 し た 。 その 後

国 内各 地 で疫 学 的調 査 が進 め られ,中 で も岡 山 県 は

屈 指 の浸 淫地 と して数 多 くの報 告 が 見 られ るが 近 年

地理的条件の変化に伴い中間宿主及び人体感染状況

にかなりの変遷が予想されるので,先 づそれらの分

布の実体を調査した。

表1　 岡山県下に於け る 「マメ タニシ」 の分布変遷状況 1963

(稲臣,作 本,板 野,坪 田,伊 藤)

1) 第1中 間宿主マ メタニシの分布 状態

武藤2) (1918)は 岡山 県都 窪,児 島,吉 備,御 津

の各郡 でマ メタニ シの 生 息 を 認 め,そ の 後長野4) 

(1927)は 県下 のマメ タニシの分布 を詳 し く調 査す

ると同時にその分布 濃度 と肝吸虫卵保有 者百分率 と

の関係 を検 討 した.報 告 によると児島湾沿岸 を濃厚

生息地 とし,ま た山陽本線近辺 より南へ かけて一帯

にマメ タニ シの生 息を認 めてい る.そ の上,虫 卵保

有 者の百分率 が生息濃度 にほぼ正比例 す ることを認

めマメタニシの分布

調査が疫学上重 要で

あ ることを明 らか に

した.そ の後稲 臣 ら

(1953)5) (1955)6)は,

岡 山地方 では年 々そ

の分布 がせ ま くな り

山陽本線以北 と岡 山

市 には全 く生 息が認

め られな くなつた と

報告 してい る.す な

わ ち長 野4)の報告 の

各所で生 息範囲が更

に狭 くなつ てい るこ

とがうかがわれ るの

で今 回県 下におけ る

分布 の現況 を知 る目
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的で この調査を行 なつた.

調 査 方 法

長野4) (1927),稲 臣5)6) (1953) (1955)の 報告 を

もとに既報 の生息地域周辺の河川,用 水路,沼 等 を

対象 に,水 温20℃ 前後の 状態 で藻類及 び底 の泥 の

中か らマメ タニ シを採 取 し,地 区別 にセル カ リアの

遊 出を観察 した.

調 査 結 果

表2に 示した地域で生息が認められたが各地共長

野,稲 臣の報告による分布地域よりかなりの縮小を

示 してい る.ま た都 窪郡茶屋 町,妹 尾 町,児島 郡(興

除村,藤 田村)で は従来相 当多数採取 された地 区に

今回 は全 く貝 を認 めなかつた.し か し倉敷市吉 岡,

福田(表2, ⑥, ⑦)は 地域 こそやや狭 くなつ てい る

が,生 息数 は県下第一 であ り,吉 岡で は650,福 田

では180の 貝 のそれぞれ一 ヶに肝 吸虫セル カ リアを

検 出 した.他 の地域 では採取量 も少 な く,肝 吸虫セ

ル カ リアを持 つた貝を認める ことは出来 なかつ た.

2) 第2中 間宿主イシモ ロコにおけ る 肝 吸 虫 メ

タセルカ リア の感 染状態

岡山県下 におけるPseudorasbora parvaイ シモ ロ

コの肝 吸虫 メタセルカ リア感染状態 につ いては長谷

川7) (1934),河 井8) (1935),久 山9) (1938),稲 垣10) 

(1954)ら の記載 があ り,河 井 は非常 に高度 の感染

を認 めて い るが,稲 垣の報 告 に見 られ るその後20年

間の減少は著 しい ものが ある.今 回は淡水魚 中感染

率 の最 も高い イシモロ コにつ いて観察 した.

表2　 第 一 中 間宿 主Parafossalurus manchouricus

マ メ タニ シ採 取 地

岡山県　 1. 西 大寺市　 下田原用水光津付近

2. 西大 寺市　 三膳樋　 津田付近

3. 都 窪郡　 吉備町　 庭 瀬付近

4. 児島郡　 灘崎町付 近

5. 倉敷 市　 亀島鶴新 田付 近

6. 倉敷市　 吉岡粒浦付近

7. 倉敷市　 福 田東塚 付近

8. 倉敷市　 中庄付近

9. 倉敷市　 西阿知新 田付近

10. 玉島市　 吉浦付近

調 査 方 法

イシモ ロコの採 取は マメ タニシ生息の確認地域を

中心 にその流域 で行 なつた.な おマ タニ シの生息は

み られな かつ たが従来濃厚な浸淫地であつた児島郡

藤 田村及 び興 除村を特 に調査の対象 に加 えた.採 集

にあたつて は,任 意の10尾 につ いて体長,重 量を測

定 し,次 にほぼ小 宮11) (1944)の 法に よ り人工胃液

で消化 した.ま た長谷 川7) (1934)に な らつて肝吸

虫 メタセル カ リアの単離 を行 なつ た.

調 査 結 果

表3に 示 した各地 の イシ モ ロコに肝吸虫 メタセ

ル カ リナを認め,計 数 の 結 果 は 表4た 見 られる通

りで,妹 尾川川 口では664ヶ に及 ぶ感染例 を見 た.

地 区別 では倉敷市吉岡が一尾平均74.6ヶ, 1g当 り

22.5ヶ で最高 を示 した.ま た体長90mm以 下に特

に60mm以 下,重 量7g以 下特 に4g以 下のもの

に多数 の感染 を認めた.

3) 肝 吸虫の人体 感染状態

表3　 肝 吸 虫 感 染Pseudorasbora parvaイ シ

モ ロ コ採 取 地

岡 山県 1. 西大寺市　 下 田原用水　光津付近

2. 児 島郡　 藤 田村　 妹尾川川口

3. 倉敷 市　 吉岡粒浦付近

4. 倉敷市　 福田東塚付近

5. 玉島市　 吉浦付近

県下 にお ける人体感染例 の 最初 の報告 は古 く石

坂1) (1878)に よ るが,岡 山県 地方 病 調査 委員13)
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表4

1　 2　 3　 4　 5

wt: weight　 l: length　 Mcs: metacercaria of C. sinensis　 M/g: Mcs per gram

表5a　 肝吸 虫メタセルカ リア宿主寄生状況　 1963

第二中間宿主P. parva重 さ別 にした肝吸 虫メタ

セルカ リアの寄生状況

第 二 中 間 宿 主P. parva長 さ別 に した

肝 吸 虫 メタ セル カ リア の 寄 生 状 況

第二 中間宿主P. parva地 区別 にした肝 吸虫 メタセルカ リアの寄生状況

(1899)は 中畴村,東 興除 村,福 田新 田村
,妹 尾 町,

茶屋町における感染率 を約50%と してい る
.ま た上

山14) (1910)は 児島郡,都 窪郡 に高率 の感染 を報告

し,そ の 後 藤 野15) (1912),前 川16) (1922) ,菅17)

(1937),安 武18) (1925),富 永19) (1942)ら い づ れ

も県 南 部 の大 川 の 末流,若 し くは児 島湾 沿 岸 の 低 地
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に高度の感染を認 めてい る.戦 後 も鈴木20) (1950)

らは 上道郡 の西 大寺 光 政(25.95%),津 田(8.64

%)に かな りの感染率 を 報告 して い る が,稲 臣の

1956年 の検便成績 では光政5.11%,津 田6.25%と 急

激な減少が認め られた.し か し人以外 の保有宿 主 と

して の 犬,猫 で は 光 政20.63%,津 田45.54%6) 

(1953)と かな りの率 を示 して い た.前 述の よ うに

第一,第 二 中間宿主の面 でも近年か な りの変動が見

られ るので,最 近 の人体感染状況 を知 るために集団

的 に検便調査 を実施 した.

表5b

調 査 方 法

石坂1)の 発 見当時非常 に高率であ り1954年 に もマ

メタニシの生 息が認め られなが ら今回の調査 では貝

の絶滅 を思 わせ る児 島郡興 除村東畴 と,第 一 中間宿

主 の県下最多 生息地 であ り且つ第二 中間宿主の イシ

モロ コに も多数 の肝 吸虫 メタセルカ リアを認めた倉

敷市南部地区 につい て主 として直接塗抹法 による検

便 を行い,一 部Stollに 準 じて卵数 検査 を実施 した.

調 査 結 果

肝 吸虫感染率 で は 興除村東畴(2.03%),倉 敷市

南 部(2.41%)両 地区の間 にさした る差異 を認 めな

かつた し,興 除地区感染者のEPG (egg per gram)

もすべて3,000以 下 の低い値 に留 ま つ た.別 に今年

岡 山県寄生 虫予防協会の検便調査で検出 された肝 吸

虫感染者 は第6表 下段のマ メタニシ現存地 の近辺 に

多かつ た.

4)追 加調査

表6　 岡 山県 におけ る肝吸 虫感 染者の報告例

検 便 に よ る

解剖所見による

前回(1963)西 大寺市 光政 にマ メタニシ及 び感染
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イシモ ロコを認 めなが ら地理的条件 の近 似 した津田

地区にはマメタニシの生息 を認 めたのみで感染 イシ

モロコを認め得 なかつ たので津 田地 区に対 して調査

を試みたが, 1尾 当 り, 1グ ラム当 り共 に他地 区

(表4)に 比 べて少な く県下最小の感染数 であ る.

表7　 肝吸虫感染者調査 成績　 1963

その他値 々に見 出された肝吸虫感染者

表8　 Pseudorasbora parvaに 寄 生 し たClonorchis

 sinensisのmetacerearia

西大寺市津田

WT: weight　 L: length　 MCS: metacercaria

 of C. sinensis　 T: total　 M/g MCS per gram

西大寺地区での肝吸虫人体感染の調査は古くから

度 行々なわれており年次変遷を知るには好適な地域

と考えられるので西大寺市光政で人体感染状況を調

査したが,両 中間宿主の浸淫地であるこの地区では

人休感染率 も減少 してお らず,中 で もNo 8の 陽性

者のE. P. Gは18800と かな りの高 値を示 した.

考 案

今回の調査成績か ら従来の第一 中間宿 主マ メタニ

シ生息地は縮小若 し くは消滅 してお り,肝 吸虫感染

イシモ ロコの分布 も同様に縮小が見 られ,感 染 メ タ

セルカ リア数に も,人 体感染者数に もかな りの低下

が認め られ る,し か しマ メタニシの遊 出試験 で肝吸

虫セルカ リアを認めた倉敷市南 部の イシモ ロコには,

人 体感染 に直接 関係のあ る肝吸虫 メタセル カ リア保

有の ものが多 く,イ シモロ コの メタセルカ リア数 も

比較的多い ことは注 目すべ きである.

マ メタシ分布地域 の縮小 や消滅 の原 因は,特 に積

極的防疫対策 がと られた ことにあるのではな く,稲

臣6)ら の報 じた如 く主 として農薬,工 場 廃液 などに

よる水質汚染 によるもの と思われ る.

表9　 西大寺市光政で の検便成績(肝 吸 虫)

矢尾板氏集卵法で検 出しstool法 でE. P. G.測 定

検 査人員211名　 陽性者15名　 感 染率7.11%

第二 中間宿主 と して の感染 イシモ ロコの分布 は当

然 マ メタニ シの生息地域周辺 にとどま り,マ メタニ

シの減少は イシモロ コの感染率及 びメ タセル カ リア

感染数 に影響を与えてい るもの と思わ れる.ま た妹

尾川川 口の イシモ ロコに最多感染 を認 めたことは今

回の調査で濃厚浸淫地であつた倉敷市南部を流 れる
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吉 岡川の下流 にあたる点か らうな ずけ ると同時 に分

布調査 は状況 によ りかな り範囲を拡大す る必要 のあ

る ことを示唆 してい る.

また肝吸虫 メタセルカ リアの感染 数 と魚体の長 さ

及び重 さとの間には特別の 関連性 を認め得なかつた.

ただ長 さ,重 さ共中等度以 下の ものに多数感染 が見

られた ことは興味深い.

人 体感染 調査 のために行なつた集団検便では,中

間宿主の生 息が濃厚 と思 われ る倉敷市南部 と,か つ

て濃厚で あり,今 回の調査で は消滅 してい る児島郡

興除村の いづれに おいて も約2%の 感染率 で大 差な

く,過 去 の報告 に比べて低率 であつ た.両 中間宿主

の浸 淫 してい る倉敷市 東塚では感染者 も18名(6.62

%)で 同最高 を示 し中間宿主 の残有地 域では今 日な

お人体 感染 の危険をは らむ もの と思わ れる.興 除地

区の感染者E. P. Gが3,000以 下であつ た ことは寄

生数の少ない こと意 味 し従来肝 吸虫の濃厚 な感染地

であつ た(表6)こ の地 区が.中 間宿 主の消滅の影

響によ り感 染率の低下を来 してい る ことと合 わせ考

えて,こ の地 域内での新感染 はほとんどな くなつた

ものと推測 され る.

また追加調査で西大寺 市津田では少 数であ るが肝

吸虫 メタセル カ リアを認 め,い まだ消滅 に至つ てな

い ことを知つた.

感染 者の年次推移 を知 るために行なつ た西大寺市

光政 に お け る調査成績(7.11%)は 既往報告(表

6)で 同地 区が年 々減少 を示 してい るにかかわ らず

稲臣の1956年 の成績(5.11%)と 近似 して おり倉敷

市東塚の場合同様今 日なお人体感染の危険が残 され

てい る ことにな る.

総 括

岡山県下 における第1中 間宿主 マメタニシの分布

は縮小 と消滅の傾向 を示 し,第 二中間宿主 の肝吸虫

感染 イシモ ロコも減 少 し,魚 体内の メタセルカ リ数

も少な くなつて来ているがこれら中間宿主の生息地

においては人体感染が比較的高率であり,衛生思想

のかなり普及して来た今日でもなお感染の機会が予

測 され る.な お感染 イシモ ロコの生息範囲がかなり

広 く,そ の保有 メタセルカ リア数 は魚体の大小に関

係ない点 などか ら感染 予防上衛生知識の高度の普及

と中間宿主の撲滅の必要性を今更なが ら痛 感させ ら

れ る.

今 回の調査 にあた り岡山県寄生虫予防協会 より一

部資料の提供を受け た ことを感 謝す る.

この研究は一部文部省科 学研究 費に よつて行ない,

本 論文の要 旨は第33回 日本寄生 虫学 会総会(昭 和39年

4月6日)に おいて報告発表 した.
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Studies on Clonorchis sinensis

Part 1 Geographical distribution in Okayama Prefecture
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Okayama Prefecture has been known as one of endemic areas of Clonorchis sinensis in 
Japan. In on attempt to see the chronological change in the area, several investigations have 
been conducted on the distribution of the parasite.

1. Parafossalurus manchouricus, the first intermediate host, was found in three cities 
and in two other districts, and the area of endemicity is seemingly less extensive than that 
reported by Nagano (1954).

2. The metacercarial stages were recognized in three cities and in a county being coexten
sive with the distribution of the snails.

3. The eggs in feces were recovered in both previous and present regions infested with 
the snails.

4. The avarage infection rate of liver flukes in the areas examined was approximately 
two per cent with an exception of seven per cent in Saidaiji City.


